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各　放課後等デイサービス事業所管理者　様

北海道保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課長　

　　　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る「特別支援学校等の臨時休業に伴う放課
後等デイサービス支援事業補助金」の実施について
　このことについて、令和2年3月25日付け事務連絡にて、標記補助事業の実施について事前にお知らせさせていただいていましたが、利用者負担の算定方法についてまとめましたのでお知らせします。
　なお、本算定方法は、国が例として示したものを採用しています（国からのイメージ図は、別添を参照してください）。本来であれば、先の事務連絡に示しているとおり、対象期間及び対象経費を明確に切り分けて算定するところですが、自己負担上限額の設定や事業所を複数利用の場合の計算などで利用者負担額の明確な切り分けが困難であり、また、事務処理が煩雑となりかねないことなどから、事業所における業務量や作業の簡潔さを考慮し、国が例示した方法を採用したところです。
　各事業者様におかれましては、下記のとおり、３月サービス提供分の請求及び利用者負担額の積算をして請求していただく必要がありますので、お手数をおかけしますがご協力願います。
　不明点につきましては、各請求先市町村にお問い合わせください。

記
１　事業者における手続きの流れ
（１）別紙「利用者負担額の算定方法について」に基づき利用者負担額を算定する。
（２）（１）の算定に基づき、「利用者負担額算定シート」に記載（上限額管理対象者の場合は、上限額管理事業所のみ記載）し、４月１７日（金）までに支給決定市町村へ提出する。
　　※　期日までの作業に支障がある場合は、提出先の支給決定市町村にご相談願います。
（３）（１）の算定に基づき、国保連（若しくは市町村）へ請求する。（国保連へ電子請求する際は、「利用者負担上限月額①」に請求額を手入力することにより調整する。）
（４）（１）で算定した利用者負担額に基づき、保護者へ請求する。請求する際には、前月との差額は発生していないことを説明願います。

２　自己負担額設定の具体例（「利用者負担額の算定方法について」とあわせてご覧ください）
（１）令和２年２月にサービスの利用が無い又は３月に新規で給付決定を受けた場合２万円を免除
＜

	項目名
	令和２年２月
	令和２年３月
	
	軽減後

	総費用額
	０円
	20万円
	
	20万円

	利用者負担
	０円
	２万円
	
	０円



利用者負担額全額が免除対象


（２）令和２年２月にサービスの利用があり、３月の利用者負担額が２月より増加した場合１千円を免除

	項目名
	令和２年２月
	令和２年３月
	
	軽減後

	総費用額
	3万円
	4万円
	
	4万円

	利用者負担
	3千円
	4千円＜

	
	3千円



令和２年２月の利用者負担額と同額を利用者へ請求


（３）令和２年２月にサービスの利用があり、３月の利用者負担額が増加した場合（複数事業所を利用している場合）※上限額管理事業所は、Ａとする。
	項目名
	令和２年２月
	令和２年３月
	
	軽減後

	事業所名
	Ａ
	Ｂ
	Ａ
	Ｂ
	
	Ａ
	Ｂ

	総費用額
	１万円
	２万円
	２万円＜

	２万円
	
	２万円
	２万円

	利用者負担
	１千円
	２千円
	２千円
	２千円
	
	３千円
	０円

	利用者負担額合計
	３千円
	４千円
	１千円を免除

	３千円



令和２年２月の利用者負担額と同額を利用者へ請求



（４）令和２年２月にサービスの利用があり、３月の利用者負担額が減少した場合（複数事業所を利用している場合）※上限管理事業所は、Ａとする。
	項目名
	令和２年２月
	令和２年３月
	免除
対象外

	軽減後

	事業所名
	Ａ
	Ｂ
	Ａ
	Ｂ
	
	Ａ
	Ｂ

	総費用額
	３万円
	１万円＞

	２万円
	１万円
	
	２万円
	１万円

	利用者負担
	３千円
	１千円
	２千円
	１千円
	
	２千円
	１千円

	利用者負担額合計
	４千円
	３千円
	
	３千円


令和２年２月のほうが、３月の利用者負担額より高いため、免除対象外




３　添付資料
（１）利用者負担額の算定方法について
（２）利用者負担額算定シート

４　市町村へ提出するもの
　　利用者負担額算定シート制度グループ　小泉
TEL　011-231-4111(内線25-727)
FAX　011-232-4068

